
38「Hakumon ちゅうおう」 '03 年冬季号

　

経
済
学
部
の
ゼ
ミ
教
室
に
20
人
ほ
ど
の

学
生
た
ち
が
机
を
囲
ん
だ
。
長
身
、
体
格

も
い
い
男
性
や
、
ブ
ロ
ン
ズ
ヘ
ア
ー
の
女

性
の
姿
。
教
室
に
入
る
な
り
記
者
は
そ
ば

に
い
た
ベ
ル
ギ
ー
人
の
女
性
に「
ハ
ー
イ
」

と
気
さ
く
な
様
子
で
話
し
か
け
ら
れ
た
。

中
大
生
ら
日
本
側
も
約
半
数
。
い
ま
か
ら

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
よ
う
だ
。

　

一
人
の
男
性
が
英
語
で
話
し
始
め
る
。

「
自
己
紹
介
か
ら
始
め
よ
う
」

　

欧
州
青
年
日
本
研
修
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

日
本
に
関
心
の
あ
る
人
を
選
考
し
、
交
流

を
通
し
て
日
本
を
知
っ
て
も
ら
お
う
、
と

い
う
外
務
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ

と
し
で
25
回
目
。
24
カ
国
・
Ｅ
Ｕ
の
学
生

や
青
年
計
60
人
が
来
日
、
日
程
は
国
会
の

見
学
や
中
小
企
業
の
訪
問
、
日
本
人
の
家

庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
老
人
ホ
ー
ム
見

学
…
…
原
爆
の
被
爆
地
、
広
島
や
古
都
京

都
、
奈
良
も
訪
れ
る
。
中
央
大
学
で
は
日

本
人
学
生
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
た
交
流
・
文
化
体
験
が
行
わ
れ
た
。
中

大
訪
問
は
初
め
て
。
夏
に
外
務
省
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
の
が
中
大
の

女
子
学
生
だ
っ
た―
―

そ
れ
が
き
っ
か
け

に
。「
彼
女
が
法
学
部
教
授
の
柳
井
先
生

の
ゼ
ミ
生
だ
っ
た
縁
で
先
生
に
お
願
い
し

た
ら
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
」

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
の
外
務
省
事
務
官
の

中
野
美
智
子
さ
ん
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
安
全
保
障
や
教

育
、
環
境
や
地
域
統
合
な
ど
午
前
と
午
後

で
計
８
つ
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
安
全

保
障
部
門
の
討
論
で
は
沖
縄
の
軍
事
基
地

問
題
、
日
米
の
同
盟
関
係
、
北
朝
鮮
の
脅

威
な
ど
が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
使
用
言
語

は
英
語
、
中
大
生
も
伍
し
て
議
論
に
加
わ

る
。
大
学
院
博
士
課
程
の
雨
野
統の
り

さ
ん
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
北
朝
鮮
に
つ

い
て
普
通
の
日
本
の
学
生
よ
り
知
っ
て
い

る
の
で
は
と
思
う
く
ら
い
の
知
識
が
あ
っ

た
の
が
驚
き
」と
語
る
。デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

の
ト
レ
ボ
ー
さ
ん
は
「
い
い
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
日
本
人
と
の
交
流
も
有

意
義
だ
っ
た
」
と
ふ
り
か
え
っ
た
。

　

教
育
が
テ
ー
マ
の
議
論
で
は
各
国
の
教

育
シ
ス
テ
ム
の
現
状
や
日
本
の
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
の
問
題
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
言
語
な
ど

に
つ
い
て
話
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
リ

ア
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
母
国
語
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
併
せ
て
５
カ
国
語
を
話
す
こ
と
が
で

き
る
。
鈴
木
耕
一
郎
さ
ん
（
総
政
１
年
）

は
参
加
の
動
機
を
こ
う
話
す
。「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
興
味
が
あ
っ
た
。
国
際
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
い
う
授
業
で
教
育
を
テ
ー
マ
に

話
し
て
い
た
の
で
参
加
し
た
。
違
う
国
の

現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
む
こ
う

の
感
じ
が
つ
か
め
た
」。
奥
山
勝か
つ

央ひ
さ

さ
ん

（
商
１
年
）
は
「
留
学
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
英
語
を
話

す
し
か
な
い
と
思
っ
て
」
と
途
中
か
ら
飛

び
入
り
で
参
加
し
た
。
意
欲
十
分
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
は
学
食
で
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
。
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
き
た
サ
ン

ギ
ュ
ル
（
女
性
）
さ
ん
は
学
食
の
込
み
よ

う
に
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
。
選
ん
だ
の

は
魚
と
天
ぷ
ら
と
ラ
イ
ス
と
サ
ラ
ダ
。
味

は
？
と
聞
く
と
、「
お
い
し
か
っ
た
わ
」

と
答
え
た
。
中
大
生
の
印
象
を
「
人
あ
た
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り
が
よ
く
、
こ
こ
ろ
よ
く
私
た
ち
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
」
と
話
す
。
大
学
で
は
外

交
を
専
攻
。「
ダ
ン
ス
が
趣
味
で
よ
く
踊
っ

た
り
も
す
る
」
と
明
る
い
。

　

夕
方
５
時
か
ら
、
一
行
は
二
手
に
分
か

れ
て
ア
リ
ー
ナ
と
弓
道
場
へ
。
ア
リ
ー
ナ

で
は
剣
道
部
の
練
習
の
様
子
を
見
学
し
た
。

袴
に
防
具
を
竹
刀
を
持
っ
た
姿
は
珍
し
い

ら
し
く
、
し
き
り
に
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を

回
す
人
の
姿
も
。
剣
道
部
の
部
員
も
試
合

が
近
か
っ
た
よ
う
で
本
番
さ
な
が
ら
の
真

剣
勝
負
に
見
入
る
人
も
い
た
。
丁
寧
に
柳

井
先
生
が
英
語
で
剣
道
の
ル
ー
ル
や
礼
を

説
明
し
て
い
た
。

　

一
方
、
弓
道
場
で
は
、
弓
の
持
ち
方
を

体
験
。
自
分
の
背
丈
よ
り
長
い
弓
を
持
ち
、

弦
を
静
動
作
か
ら
引
く
と
い
う
一
連
の
動

き
を
弓
道
部
員
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

夢
中
に
な
っ
て
弓
を
持
ち
続
け
る
人
も
。

弓
道
衣
姿
の
部
員
も
外
国
人
と
片
言
の
英

語
で
話
し
て
い
る
。
双
方
に
と
っ
て
得
が

た
い「
異
文
化
体
験
」に
ち
が
い
な
か
っ
た
。

　

11
月
19
日
に
は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
30
人
が

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
。

活発に議論「日本事情」の講
義を熱心に受講

弓道体験は
真剣に

剣
道
見
学
。「
型
」
と
「
礼
」
を
学
ぶ

美
貌
の
…
サ
ン
ギ
ュ
ル
さ
ん
。
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

ベ
ル
ギ
ー


